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The purpose is to clarify the position of Nagasaki Yojosho in Japan. The 
drawings were restored using previous research, old photographs, and 
excavated materials. It was revealed that Pompe, who came to teach 
medicine to Japanese people at the end of the Tokugawa Shogunate, used 
system of measurement in Rheinland and created his concept under the 
influence of Dutch architectural manuals and Nightingale's reports. In 
addition to them, he reviced a "plan" that considered the on-site and 
economic conditions. He built a state-of-the-art hospital at the time, but it 
had little impact on Japanese hospital construction. 
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病棟の利点として各病棟同士の感染を防ぐことができ，規模の拡張

がし易いためとある。 

次に 2 つの病院指針とポンペの計画案と比較する(表 4)(表 5)。敷

地の条件，ベッド数，窓の幅は一致する。「ベッド間の通路の距離」

は，長崎養生所の病室の寸法が長さ約 100AMSft(約 31.4m)，幅約

30AMSft(約 9.42m)であり，当時のオランダのベッドの寸法が約幅

0.88m，長さ 1.83m であることから，ベッド間の距離は 5.76m とな

り“Notes on hospitals”よりやや広い。「ベッド 1台当たりの容積」が

1,535.68ft3 (約 43.47㎥)であること，病棟の形としてパビリオン病棟

を採用していることは，“Notes on hospitals”と一致している。 

 

６．当時の日本の病院建築について 

6.1 長崎養生所設立前の日本の病院建築について 

長崎養生所設立前の日本の病院建築の例として「小石川養生所」が

ある(図 4)。「小石川養生所」は幕府により貧民を対象とする病院と

して 1722年に建設された。提供された医療は漢方で，長崎養生所と

同じく患者を入院させることのできる(表 6)。1722年は 40人を定員

として建設されたが，翌年には増築され定員は 100人となった。福

濱氏 16）によると建物としては病院長屋と呼ばれる病室が 5棟並ん

でおり，病棟と離れて北側に管理棟がある。漢方医学のため薬煎所

が多くあり，内科系の治療のみを行っていたため，長崎養生所に作

られていた手術室や処置室に該当する部屋は見当たらない。床は板

敷でベッドではなく置き畳が使用されており，一人当たりの空間は

１坪(3.3㎡)強で，長崎養生所より狭い。 

6.2 その後の病院建築に与えた影響について 

卯辰山養生所については，金沢市図書館に所属している複製図面

(図 5)を参考に再考した。卯辰山養生所の中心的人物である黒川良安

が 1868年に医学校設立のための長崎に調査に訪れている。しかし，

プランを見ると，病棟・管理棟が別に作られており，病室にはベッ

ドではなく置畳が置かれ長崎養生所よりも小石川養生所に近い計画

となっている。しかし，建設の際に治療に使用することを目的とし

て庭が作られている点，看護人を付き添い人ではなく職業として雇

っていた点は長崎養生所と共通している。つまり建築形態的な影響

は少ないが医療体制としては長崎養生所やポンペの教育の影響が見

受けられる。蘭躊病院については，図面は残っておらず，文章で残

された病院の記述から概要を表 7にまとめた 12）。建物のブロックプ

ランとしては病棟が 2棟あり，その間に管理棟がある形は長崎養生

所と同じ形である。東寄りの棟にはベッドが置かれ，南寄りの棟は

畳であった。ベッドの導入はポンペの影響を強く受けていたと考え

られる。また窓にはポンペが推奨したガラスが使用されている。蘭

躊病院が長崎養生所と酷似している理由として，中心となった松本

良順は，医学上ポンペを補佐しただけでなく，長崎養生所建設にあ

たってポンペの通訳を行っており，ポンペの思想を強く受け継いで

いたと考えられる。松本良順は蘭躊病院で医学の伝習にも力を入れ

ており，複数の観点から第二の長崎養生所を作ろうとしていたこと

がうかがえる。 

上記の 2つの病院や遊郭を真似たとされる順天堂医院の事例から，

松本良順の蘭躊病院を除いて，病棟形態や就寝様式は従来の形式が

残っており，長崎養生所が次の世代の病院に与えた影響はほとんど

ないと言える。ただし回復期の患者の散歩用の庭の計画や職業とし

ての看護人の導入など医療体制の視点からは長崎養生所やポンペの

影響を受けた形跡が見られる。 

 

７．まとめ 

長崎養生所は臨床の場として 1861年に建設され，翌年には医学伝

習所も隣地に移転し，治療だけでなく医学教育の拠点となった。養

生所は H型のパビリオン病棟を採用し，病棟は 2階建て，管理棟は

連結部に 1階建てとして建設された。連続するガラス窓や換気口が

設置され，換気に配慮した建物であった。医療は蘭学が提供され，

ベッドや治療用の庭，職業としての看護人が導入された。 

本稿では長崎養生所について，既往研究で明らかにされていた部

分に加え，発掘資料や古写真による寸法の検討により，当時採用さ

れたオランダの度量衡を明らかにし，より詳細な建築像を明らかに

することができた。 

 

  
図 4 小石川養生所図面(左：1722年 右：1723年)注 8） 

 
表 6 小石川養生所概要 

享保7年(1722年) 享保8年(1723年)
患者の定員 40人 100人
棟数 2棟 4棟
薬煎所の数 1ヵ所 2ヵ所
廊下 片側廊下 片側廊下

男病人長屋×1　(2間×5間が4区画)
男病人部屋×3棟　(2間×5間が8区画と9尺
×5間が二区画)

女病人長屋×1棟　(9尺×5間が二区画) 女病人長屋×1棟　(2間×5間が2区画)
１人当たりの

面積
1坪強(約3.3㎡)

物置 物置
中間部屋 中間部屋
台所 台所
役人部屋 役人部屋
改所 改所
薬調合所 薬調合所

管理棟

病棟

 

 
図 5 卯辰山養生所図面(金沢市図書館所蔵) 

 

表 7 蘭躊病院の概要 
新しい医療
衛生的な環境
専門的な看護

病室の向き 東寄りに構える
洋館
2階建て
2棟の病棟とその間に管理棟
ベッドの病棟と畳の病棟があった

ベッド 1病室に10人
医員詰所
診療所
会計員詰所
賄所
小使部屋
浴場
松本内塾

換気 窓はすべてガラス

管理，診療棟

病棟について

病院が備えるべき
内容
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×5間が二区画)

女病人長屋×1棟　(9尺×5間が二区画) 女病人長屋×1棟　(2間×5間が2区画)
１人当たりの

面積
1坪強(約3.3㎡)

物置 物置
中間部屋 中間部屋
台所 台所
役人部屋 役人部屋
改所 改所
薬調合所 薬調合所

管理棟

病棟

 

 
図 5 卯辰山養生所図面(金沢市図書館所蔵) 

 

表 7 蘭躊病院の概要 
新しい医療
衛生的な環境
専門的な看護

病室の向き 東寄りに構える
洋館
2階建て
2棟の病棟とその間に管理棟
ベッドの病棟と畳の病棟があった

ベッド 1病室に10人
医員詰所
診療所
会計員詰所
賄所
小使部屋
浴場
松本内塾

換気 窓はすべてガラス

管理，診療棟

病棟について

病院が備えるべき
内容

 


